
５月に火災、６月に地震の避難訓練を実施しまし

た。非常ベルの後の放送を聞いて、防災頭巾をかぶ

って避難しました。「お・は・し・も」を意識して上手に

避難できました。今年は、数年ぶりに消防署の方の指

導を受けました。また、消防車両の説明や見学もあ

り、有意義な避難訓練になりました。 

ホームページでは、学校生活や学習の様子を掲載しています。 

携帯、スマホ等からQR コードを読み込んでいただくと繋がります！ 

 

 

 今月は、避難訓練（火災・地震）や小学部運動会、生馬公民館主催で 

開催されましたスポーツ交流会の様子をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          島根県立松江清心養護学校 
                         令和６年７月１７日 第３号 

 

何かありましたら、地域担当の玉木までご連絡下さい。    松江清心養護学校  ０８５２－３６－８７２０ 

「トリコロキューブ」 

柔らかなウレタン製のサイコロ

を、得点マット目掛けて投げ得点

を競うゲームです。 

清心の子ども達は、 

近くで投げたり、 

補助具を使った 

りしながら取り 

組みました。 

「ビーンバック投げ」 

大豆等を入れた重さ１５０ｇ、１２

㎝四方の袋を投げて、その距離を

競います。投げ方や投げる方向は

自由です。投げにくい子は、トリコ

ロキューブの 

サイコロを転 

がしました。 

「フライングディスク」 

離れたアキュラシーゴール（内径 ９1.5cm）

に向かってディスクを投げて、通過した回

数を競いました。チームで 10枚投げるル

ールで、大人は３ｍ 

から、清心の子ども 

達は、それぞれ投げ 

やすい所から投げ 

ました。 

 

 ６月２６日（水）に、生馬公民館主催の地域交流イベントが本校体育館であり、地域の方２４名、本校児童生徒２０名が参

加しました。地域の方たちと一緒に６グループに分かれて、「トリコロキューブ」「フライングディスク」「ビーンバック投げ」の競技

をしました。初めは緊張している様子もありましたが、徐々に緊張もほぐれ、競技前に円陣を組んで気合いを入れたり、ハイ

タッチをして互いのプレーを称え合ったりして…同じチームの人とのかかわりを楽しみました。また、なかなか点がとれないと

きは地域の方から「もう少し前に出たらいいよ。」と声がかかったり、競技の補助をして下さったり等、みんなが参加できるよ

うに、みんなで楽しめるようにという思いやりが溢れた、温かい雰囲気の交流会となりました。 

同じスポーツに取り組みながら交流することを通して、地域の多くの方と一緒に楽しむ経験が 

できるとともに、地域の方にも清心の子ども達のことを知ってもらえる貴重な機会となりました。 

地域の方に本校で活動していただけるのは数年ぶりのことで、感染症対策をしつつも、本校で 

地域の方と様々な活動ができるといいな、と感じました。 

誰でもできるスポーツ交流会 in 本校体育館 

６月２１日（金）に、「こころを一つにたのしもう！！」というテ

ーマのもと、小学部運動会を開催し、「ダンス：わっじょい」「借

り物競争（親子競技）」「全員リレー」等の競技を行いました。

６年生を中心に赤組・白組とも力を十分に発揮し、最後の全

員リレーで勝敗が決まるという大接戦の運動会となりました。 


